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近
代
日
本
に
お
け
る
統
治
機
構
整
備
と
議
会
開
設	

　
　
　
　

―
明
治
五
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
清
浦
奎
吾
の
経
歴
を
通
し
て

小　

野　

修　

三

は
じ
め
に

国
民
国
家
の
目
的
は
国
民
形
成
で
あ
る
以
上
、
近
代
日
本
に
あ
っ
て
も
政
府
そ
れ
自
体
の
機
構
整
備
を
い
か
に
図
る
か
と
い
う
課
題
と
、
そ
の
政
府
が
国
民

の
要
求
と
の
間
の
関
係
を
い
か
に
築
く
か
と
い
う
課
題
は
不
可
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
つ
を
概
念
上
識
別
す
る
時
、
後
者
の
側
の
出
来
事
で
あ
る
政
府
と
国

民
と
が
初
め
て
連
続
し
た
の
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
の
第
一
回
帝
国
議
会
の
招
集
時
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
内
閣
（
明
治
一
八
年
以
前
は
太
政

官
）
が
行
な
う
統
治
と
国
民
が
行
な
う
政
治
的
要
求
と
は
両
者
を
交
差
さ
せ
る
議
会
制
度
を
持
た
ず
、
不
連
続
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
七
年
の
民
選

院
設
立
建
白
書
の
文
言
を
引
け
ば
、「
有
司
ノ
専
裁
ト
人
民
ノ
輿
論
公
議
ヲ
張
ル
ト
其
賢
愚
」
に
関
し
て
、「
有
司
ノ
専
裁
」
の
方
が
「
賢
」
で
あ
る
と
の
主
張

が
政
府
の
側
で
優
勢
の
な
か
、「
人
民
ノ
輿
論
公
議
ヲ
張
ル
」
機
会
と
し
て
の
議
会
開
設
が
、
明
治
一
四
年
の
勅
諭
「
将
ニ
明
治
二
十
三
年
ヲ
期
シ
、
議
員
ヲ

召
シ
、
國
會
ヲ
開
キ
、
以
テ
朕
ガ
初
志
ヲ
成
サ
ン
ト
ス
云
々
」
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
（
（

。

本
稿
で
は
明
治
前
半
に
政
府
の
内
部
で
起
こ
っ
て
い
た
機
構
整
備
に
係
る
出
来
事
と
、
そ
れ
に
続
く
政
府
と
国
民
と
の
関
係
が
不
連
続
か
ら
連
続
へ
と
変
化

す
る
出
来
事
の
二
種
類
の
、
し
か
し
深
く
関
連
し
た
事
柄
を
、
政
府
の
側
に
位
置
し
た
清
浦
奎
吾
に
即
し
て
観
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、
嘉
永

三
年
（
一
八
五
〇
年
）
生
れ
の
清
浦
奎
吾
の
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
か
ら
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）
ま
で
の
、
そ
の
年
齢
に
し
て
二
二
歳
か
ら
四

一
歳
ま
で
の
伝
記
的
な
資
料
の
確
定
が
第
一
の
作
業
と
な
る
（
（
（

。
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第
一
章　

埼
玉
県
庁
へ
の
出
仕

清
浦
奎
吾
に
関
す
る
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
文
書
の
な
か
で
、
日
付
が
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
の
は
明
治
六
年
一
月
付
の
次
の
一
枚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
第
廿
壹
區
小
學
第
三
校
／
大
教
授
／
清
浦
奎
吾
／
出
仕
學
校
掛
手
傳
申
付
候
事
／
明
治
六
年
一
月　

埼
玉
縣
（
（
（

」。
そ
し
て
次
に
古
い
と
思
わ
れ
る
文
書
が
明
治

六
年
五
月
付
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
等
教
授
／
清
浦
奎
吾
／
十
四
等
出
仕
申
付
候
事　

明
治
六
年
五
月
廿
五
日
／
學
校
掛
申
付
候
事　

同
（
（
（

」。
な
お

「
／
」
は
原
文
に
お
け
る
行
替
を
意
味
す
る
。

ま
た
同
文
書
館
所
蔵
文
書
で
表
紙
に
「
明
治
七
年
十
二
月
十
日
調
／
官
員
履
歴
」
と
記
さ
れ
た
庶
務
部
の
文
書
束
に
、
次
の
履
歴
書
類
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
白
川
縣
貫
属
士
族
／
清
浦
奎
吾
／
嘉
永
三
年
庚
戌
二
月
十
二
日
生
／
明
治
五
壬
申
年
十
一
月
□
日
埼
玉
縣
小
学
校
教
員
申
付
候
事　

同
六
癸
酉

年
二
月
□
日
二
等
教
師
学
務
改
正
掛
申
付
候
事　

同
年
三
月
□
日
一
等
教
師
申
付
候
事　

同
年
五
月
廿
三
日
埼
玉
縣
十
四
等
出
仕
申
付
候
事　

同
年
十
一
月
七

日
任
埼
玉
縣
権
少
属　

同
七
甲
戌
年
三
月
八
日
任
埼
玉
縣
少
属　

同
年
六
月
五
日
任
埼
玉
縣
権
中
属
（
（
（

」。
な
お
「
□
日
」
と
し
た
個
所
は
日
付
が
未
記
入
の
個

所
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
書
式
が
若
干
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
も
の
が
官
房
部
の
文
書
束
の
な
か
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
一
四
年
ま
で
の
事
項
が
記
さ
れ
た
庶
務
部
の
文
書
束
に
、
次
の
履
歴
書
類
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
履
歴
書
／
熊
本
縣
士
族
／
清

浦
奎
吾
／
嘉
永
三
戌
年
二
月
十
二
日
出
生
／
明
治
五
年
十
一
月
八
日　

埼
玉
縣
第
廿
壹
區
小
學
大
教
授
申
付
候
事
／
明
治
六
年
一
月　

出
仕
學
校
掛
手
傳
申
付

候
事
／
明
治
六
年
二
月　

埼
玉
縣
二
等
教
授
申
付
候
事
／
明
治
六
年
三
月　

埼
玉
縣
一
等
教
授
申
付
候
事
／
明
治
六
年
五
月
廿
五
日　

埼
玉
縣
十
四
等
出
仕
申

付
候
事
／
明
治
六
年
十
一
月
七
日　

任
埼
玉
縣
権
少
属
／
明
治
七
年
三
月
八
日　

任
埼
玉
縣
少
属
／
明
治
七
年
六
月
五
日　

任
埼
玉
縣
権
中
属
／
明
治
九
年
一

月
廿
八
日　

任
埼
玉
縣
中
属
（
（
（

」。

埼
玉
県
立
文
書
館
で
他
に
確
認
出
来
る
文
書
と
し
て
は
、
後
の
内
務
省
警
保
局
長
時
代
の
、
吉
田
清
英
埼
玉
県
令
宛
書
簡
（
明
治
一
八
年
七
月
三
日
付
（
（
（

）
が

あ
る
。
ま
た
『
埼
玉
人
物
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
清
浦
は
明
治
「
九
年
四
月
に
は
第
五
課
（
学
務
課
）
長
に
就
任
し
（
中
略
）
八
月
に
は
九
等
出
仕
と
し
て
司
法

省
に
（
（
（

」
入
省
し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
明
治
九
年
四
月
以
降
の
清
浦
の
履
歴
に
関
す
る
第
一
次
資
料
は
同
文
書
館
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上

の
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
の
第
一
次
資
料
お
よ
び
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
（
昭
和
一
三
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
清
浦
自
身
の
証
言
「
清
浦
伯
談
（
（
（

」
に
し
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た
が
っ
て
清
浦
の
「
埼
玉
県
庁
へ
の
出
仕
」
を
年
表
に
し
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ
に
加
え
て
清
浦
家
所
蔵
の
履
歴
書
（
農
商
務
省
便
箋
、
内
閣
便
箋
、
清
浦
家

用
紙
に
筆
記
さ
れ
た
も
の
三
種
（
（1
（

）
も
参
照
し
、
日
付
に
差
異
の
あ
る
場
合
に
は
そ
の
履
歴
書
に
依
拠
す
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
二
月
一
四
日　

明
照
寺
住
職
大
久
保
了
思
の
五
男
と
し
て
肥
後
国
鹿
本
郡
来
民
町
（
現
・
熊
本
県
山
鹿
市
鹿
本
町
来
民
）
に
出

生
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
一
一
月　

八
日	

埼
玉
県
第
二
十
一
区
小
学
第
三
校
大
教
授
申
付

六
年
（
一
八
七
三
年
）	　

一
月	

出
仕
学
校
掛
手
伝
申
付

同
年	
　

二
月	

埼
玉
県
二
等
教
授
申
付

同
年	

　

三
月	

埼
玉
県
一
等
教
授
申
付

同
年	

　

五
月
二
五
日	

埼
玉
県
十
四
等
出
仕
申
付
／
学
校
掛
申
付

同
年	

一
一
月　

七
日	

任
埼
玉
県
権
少
属

七
年
（
一
八
七
四
年
）	　

三
月　

八
日	
任
埼
玉
県
少
属

同
年	

　

六
月　

五
日	
任
埼
玉
県
権
中
属

九
年
（
一
八
七
六
年
）　

一
月
二
八
日	

任
埼
玉
県
中
属

同
年	

　

八
月
一
一
日	

補
司
法
省
九
等
出
仕

な
お
、
清
浦
の
埼
玉
県
出
仕
（
学
校
掛
）
に
関
し
て
は
、
明
治
三
八
年
刊
の
鳥
谷
部
銑
太
郎
（
春
汀
）
著
『
時
代
人
物
月
旦
』
に
よ
れ
ば
、「
彼
れ
は
明
治

五
年
学
術
研
究
の
希
望
を
以
て
東
京
に
來
り
し
と
雖
も
、
當
時
日
田
縣
知
事
よ
り
埼
玉
県
知
事
に
轉
任
せ
ら
れ
た
る
野
村
盛
秀
氏
は
、
彼
れ
に
仕
官
を
慫
慂
し

て
遂
に
埼
玉
県
學
務
課
に
奉
職
せ
し
め
た
り
（
（1
（

」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
昭
和
一
三
年
刊
の
井
上
正
明
編
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
は
日
田
の
咸
宜
園
で
の
七
年

間
の
生
活
を
踏
ま
え
て
、
格
段
に
丁
寧
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
領
日
田
が
明
治
維
新
後
に
日
田
県
と
な
っ
た
時
の
県
令
松
方
正
義
、
そ
の
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後
任
野
村
盛
秀
の
両
者
と
の
咸
宜
園
都
講
と
し
て
の
清
浦
の
縁
か
ら
、
明
治
五
年
の
上
京
に
関
し
て
、
編
者
は
「
日
田
縣
令
で
あ
つ
た
松
方
正
義
が
大
蔵
省
租

税
頭
と
な
つ
て
、
霞
ヶ
関
に
居
住
す
る
こ
と
を
聞
て
、
そ
の
邸
を
訪
問
す
る
と
、
生
憎
、
長
崎
出
張
中
で
留
守
で
あ
つ
た
。
こ
の
場
合
、
伯
が
東
京
の
近
縣
埼

玉
に
縣
令
を
し
て
居
る
野
村
盛
秀
を
想
ひ
出
で
ゝ
、
彼
れ
の
意
見
を
聴
か
う
と
決
心
し
た
の
は
、
寧
ろ
自
然
で
あ
つ
た
（
（1
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

点
を
め
ぐ
る
清
浦
の
証
言
を
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
が
埼
玉
へ
行
つ
た
の
は
、
二
十
三
の
時
で
あ
つ
た
。
そ
の
以
前
私
は
少
し
横
文
字
を
学
び
た
い
積
り
で
、
東
京
へ
出
て
居
た
が
、
一
日
埼
玉
の
野
村
君

を
訪
問
す
る
と
、
同
君
は
や
あ
〳
〵
と
驚
い
て
、
一
體
何
う
し
て
居
る
の
だ
。
こ
れ
か
ら
何
う
す
る
考
へ
だ
な
ど
ゝ
質
さ
れ
、
私
が
洋
學
研
究
の
志
を
告
ぐ
る

と
、
野
村
君
の
言
ふ
こ
と
に
、
君
は
學
問
の
方
で
は
も
う
澤
山
だ
と
思
ふ
。
實
は
こ
の
頃
、
文
部
省
か
ら
學
制
な
る
も
の
が
頒
布
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と

大
學
、
中
學
、
小
學
と
各
々
學
制
が
定
め
ら
れ
、
小
學
な
ど
も
『
邑
に
不
學
の
戸
な
く
、
家
に
不
學
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
』
云
々
の
學
問
普
及
の

朝
廷
の
思
召
で
あ
る
か
ら
、
本
縣
に
お
い
て
も
こ
れ
に
基
い
て
、
教
育
普
及
の
準
備
を
急
い
で
居
る
次
第
で
、
今
日
君
に
會
つ
た
の
は
幸
ひ
、
ど
う
か
本
縣
に

來
て
教
育
の
方
面
に
力
を
致
し
て
も
ら
ひ
た
い
と
云
ふ
こ
と
を
勸
め
ら
れ
、
私
と
し
て
も
先
輩
の
言
に
從
ふ
の
を
善
し
と
し
て
承
諾
し
た
。
か
く
し
て
新
設
さ

れ
る
こ
と
に
為
つ
て
居
た
學
校
改
正
所
に
勤
務
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
、
初
め
て
埼
玉
縣
に
官
途
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
暫
ら
く
縣
下
の
實
際
教
育
の
任
に
就

事
し
た
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。」

「
邑
に
不
學
の
戸
な
く
、
家
に
不
學
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
」
と
の
明
治
五
年
八
月
の
学
制
頒
布
（
太
政
官
布
告
二
一
四
号
）
後
の
状
況
の
な
か

で
、
清
浦
は
数
ヶ
月
間
の
第
二
十
一
区
小
学
第
三
校
（
風ふ
っ

渡と

野の

学
校
、
現
・
さ
い
た
ま
市
立
七な
な
さ
と里
小
学
校
）
大
教
授
の
経
験
を
経
て
埼
玉
県
学
校
掛
と
し
て
勤

務
す
る
こ
と
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
身
が
教
職
に
就
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
次
に
は
教
職
に
就
く
べ
き
人
材
育
成
、
制
度
運
営
に
取
り
組
ん
だ
わ
け
で

あ
る
。
な
お
残
念
な
が
ら
、
明
治
三
五
年
刊
の
墨
堤
隠
士
に
よ
る
『
大
臣
の
書
生
時
代
』、『
明
治
人
物
の
少
壮
時
代
』
の
両
著
は
虚
実
を
交
え
て
「
丁
度
明
治

三
年
の
秋
風
吹
き
始
め
し
九
月
の
頃
鐡
脚
孤
筇
、
青
天
井
を
笠
と
な
し
、
大
地
を
履
と
し
て
辛
く
も
幾
多
の
旅
路
を
重
ね
て
浦
和
へ
流
れ
て
來
た
（
中
略
）
や

つ
と
の
事
で
北
足
立
郡
風
渡
野
村
と
い
ふ
處
の
小
學
校
教
員
と
成
ら
れ
た
（
（1
（

」
な
ど
と
記
し
て
い
た
。

ま
た
明
治
九
年
八
月
一
一
日
付
で
清
浦
は
「
補
司
法
省
九
等
出
仕
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は
文
字
通
り
、
司
法
省
が
清
浦
の
才
知
に
着
目
し
て
彼
を
選
ん
で
欠

員
補
充
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
清
浦
自
身
は
当
初
誰
が
そ
の
よ
う
に
司
法
省
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
の
か
見
当
が
付
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
の
編
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
清
浦
か
ら
直
接
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
事
情
を
書
き
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
然
し
微
か
な
が
ら
伯
の
想

像
し
得
た
唯
一
の
手
懸
り
は
、
當
時
司
法
省
検
事
局
の
大
検
事
を
し
て
居
た
鹿
児
島
出
身
の
岸
良
兼
養
（
大
久
保
公
の
親
友
）
の
弟
俊
介
で
あ
つ
た
。
俊
介
は

豫
ね
て
埼
玉
県
廳
に
奉
職
し
て
、
清
浦
伯
爵
と
も
熟
知
の
間
柄
で
あ
つ
た
。
自
然
、
彼
れ
を
通
し
て
、
司
法
省
方
面
に
も
、
伯
に
関
す
る
消
息
が
傳
へ
ら
れ
た

で
あ
ら
う
こ
と
が
推
知
せ
ら
れ
た
（
（1
（

」。

第
二
章　

司
法
省
へ
の
出
仕

『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
（
昭
和
一
三
年
）
の
「
清
浦
伯
談
」
に
お
い
て
、「（
前
略
）
又
刑
法
を
運
用
す
る
治
罪
法
、
即
ち
今
日
の
刑
事
訴
訟
法
は
、
大

検
事
岸
良
兼
養
氏
が
委
員
長
と
為
り
、
取
調
委
員
に
は
後
に
大
審
院
長
と
為
つ
た
横
田
國
臣
氏
や
私
な
ど
が
居
て
、
こ
れ
に
従
事
し
、
草
案
は
矢
張
り
（
刑
法

と
同
様
に

―
筆
者
注
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
か
ら
提
出
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
そ
の
通
譯
に
は
、
司
法
省
に
設
け
ら
れ
た
法
律
学
校
の
正
則
科
卒
業
生
の
龜
山
貞

義
、
橋
本
胖
三
郎
、
内
藤
、
岸
本
、
堀
田
な
ど
云
ふ
人
で
あ
つ
た
。
取
調
委
員
会
で
は
こ
れ
等
の
人
々
に
よ
つ
て
飜
譯
せ
ら
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
の
提
出
案

に
就
い
て
、
逐
條
審
議
の
手
續
き
を
取
つ
た
が
、
當
時
と
し
て
は
、
又
大
業
で
あ
つ
た
（
（1
（

」
と
あ
る
。

こ
の
治
罪
法
草
案
が
明
治
一
二
年
の
暮
れ
か
ら
一
三
年
の
初
め
に
出
来
上
が
り
、
元
老
院
で
審
議
さ
れ
る
際
に
、
清
浦
は
そ
の
説
明
役
を
命
じ
ら
れ
た
が
、

明
治
一
三
年
四
月
九
日
付
元
老
院
会
議
筆
記
抄
に
は
「
物
件
差
押
」
の
説
明
と
し
て
「
抑
々
身
體
自
由
の
権
利
は
凡
そ
人
類
の
幸
福
を
享
受
す
る
最
第
一
に
位

し
、
又
國
民
の
家
宅
は
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
金
城
湯
池
な
る
が
故
、
人
身
の
自
由
、
家
宅
の
不
侵
を
以
て
、
治
罪
の
原
則
と
な
し
、
裁
判
確
定
に
至
る
ま
で
は
、

無
罪
純
白
を
以
て
被
告
人
を
待
つ
べ
き
も
の
云
（々
（1
（

」
と
述
べ
て
い
た
。

清
浦
は
明
治
一
三
年
一
一
月
に
出
版
さ
れ
た
『
治
罪
法
講
義　

隨
聴
隨
筆
』、
副
題
が
「
清
浦
奎
吾
氏
口
述　

東
京
警
視
第
二
方
面
第
三
分
署
員　

筆
記
」

の
な
か
で
、
同
じ
「
物
件
差
押
」
の
個
所
で
、
同
様
の
説
明
を
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
身
體
自
由
ノ
権
利
ハ
凡
ソ
両
間
（
天
と
地
の
間

―
筆
者
注
）
ニ

生
活
ス
ル
人
類
ノ
為
メ
ニ
百
福
萬
幸
ノ
最
第
一
タ
リ
國
民
ノ
家
宅
ハ
侵
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
金
城
湯
池
ナ
リ
故
ニ
人
身
自
由
家
宅
不
侵
ヲ
以
テ
治
罪
ノ
原
則
ト
為
シ
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又
刑
ノ
裁
判
言
渡
確
定
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
無
罪
純
白
ヲ
以
テ
被
告
人
ヲ
待
ツ
云
（々
（1
（

」。

こ
こ
に
国
家
に
よ
っ
て
国
民
の
「
身
體
自
由
ノ
権
利
」
を
保
証
す
る
と
い
う
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
近
代
法
思
想
を
理
解
し
、

あ
ら
ゆ
る
人
は
「
裁
判
確
定
に
至
る
ま
で
は
、
無
罪
」
と
の
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
の
原
則
を
受
け
容
れ
、
法
制
化
す
る
明
治
政
府
の
「
開
明
官
僚
（
（1
（

」
の
一

人
清
浦
奎
吾
を
見
る
。
な
お
、『
治
罪
法
講
義　

隨
聴
隨
筆
』
に
は
そ
の
筆
記
者
の
名
前
が
な
い
が
、『
清
浦
伯
爵　

警
察
回
顧
錄
』
に
は
「
其
時
警
視
廳
の
書

記
を
し
て
居
つ
た
人
に
中
村
敬
直
と
云
ふ
人
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
講
義
し
た
も
の
を
筆
記
し
て
後
に
之
を
出
版
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
即
ち
彼
の
『
隨
聴
隨

筆
』
と
云
ふ
名
が
付
い
て
二
冊
か
出
版
せ
ら
れ
て
居
る
（
（2
（

」
と
あ
る
。
司
法
官
僚
が
警
察
官
僚
た
ち
の
前
で
講
義
す
る
手
間
を
取
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
以
下
、
清

浦
家
所
蔵
の
履
歴
書
に
よ
り
明
治
九
年
か
ら
の
「
司
法
省
へ
の
出
仕
」
お
よ
び
そ
れ
以
後
を
年
表
に
し
て
み
る
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）		

大
審
院
検
事
局
詰
申
付
（
司
法
省
）

一
一
年
（
一
八
七
八
年
）　

一
月
一
三
日	

任
司
法
三
等
属
（
司
法
省
）

	

　

一
二
月
一
七
日	

任
検
事
（
太
政
官
）

	
	

検
事
局
詰
ヲ
以
テ
治
罪
法
取
調
掛
兼
務
被
仰
付

一
二
年
（
一
八
七
九
年
）
一
〇
月
二
四
日	
治
罪
法
草
案
審
査
委
員
被
仰
付
（
太
政
官
）

	

　

一
二
月
二
五
日	

任
司
法
権
少
書
記
官

一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）　

三
月
一
一
日	

兼
任
太
政
官
権
少
書
記
官

	
	

法
制
部
兼
務
被
仰
付

	

　

一
一
月　

八
日	

任
太
政
官
少
書
記
官

一
四
年
（
一
八
八
一
年
）　

三
月
一
一
日	

治
罪
法
草
案
審
査
委
員
被
免
（
太
政
官
）
	

　
　

四
月
二
五
日	

兼
任
内
務
少
書
記
官
（
太
政
官
）

	

　

一
〇
月
三
一
日	

任
参
事
院
議
官
補
（
太
政
官
）



― 7（62）―

近代日本における統治機構整備と議会開設
	

	

法
制
部
勤
務
被
仰
付
（
参
事
院
）

一
五
年
（
一
八
八
二
年
）　

三
月　

六
日	

兼
任
参
事
院
書
記
官

一
七
年
（
一
八
八
四
年
）　

一
月
二
二
日	

 

任
太
政
官
権
大
書
記
官
兼
内
務
権
大
書
記
官

	

　
　
　
　

二
三
日	

内
局
第
二
課
勤
務
申
付
（
内
務
省
）

	

　
　

二
月　

六
日	

兼
任
参
事
院
員
外
議
官
補

	

　
　
　
　

二
五
日	

警
保
局
長
兼
内
局
第
二
課
勤
務
申
付
（
内
務
省
）

	
　
　

五
月
一
二
日	

任
内
務
大
書
記
官
（
太
政
官
）

一
八
年
（
一
八
八
五
年
）
一
二
月
二
二
日	

廃
参
事
院

一
九
年
（
一
八
八
六
年
）　

二
月
二
六
日	

廃
官

一
九
年
（
一
八
八
六
年
）　

三
月　

三
日	

任
内
務
省
警
保
局
長
（
内
閣
）

	

　
　

四
月
一
〇
日	

叙
奏
任
官
一
等

二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）　

七
月　

七
日	
叙
勅
任
官
二
等

二
四
年
（
一
八
九
一
年
）　

四
月　

九
日	
貴
族
院
令
第
一
条
第
四
項
ニ
依
リ
貴
族
院
議
員
ニ
任
ス
（
内
閣
）

	

　
　

四
月　

九
日	

依
願
免
本
官

こ
の
年
表
か
ら
清
浦
の
治
罪
法
制
定
と
の
係
り
の
他
に
、
明
治
一
三
年
三
月
三
日
を
も
っ
て
「
太
政
官
中
ニ
、
法
制
、
會
計
、
軍
事
、
内
務
、
司
法
、
外
務

ノ
六
部
（
（2
（

」
が
置
か
れ
、
清
浦
は
司
法
権
少
書
記
官
に
し
て
太
政
官
権
少
書
記
官
と
し
て
法
制
部
を
兼
務
し
た
こ
と
、
ま
た
次
に
明
治
一
四
年
一
〇
月
二
一
日
を

も
っ
て
「
太
政
官
中
の
六
部
を
廢
せ
ら
れ
新
に
参
事
院
な
る
者
を
置
か
れ
（
（2
（

」、
清
浦
は
参
事
院
議
官
補
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
一
五
年
三
月
に
は
参
事
院
書
記
官

を
兼
任
し
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
参
事
院
が
明
治
一
八
年
一
二
月
に
廃
止
さ
れ
、
廃
官
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
太
政
官
が
廃
止
さ
れ
、
内
閣
が
誕
生

し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
清
浦
は
内
閣
か
ら
内
務
省
警
保
局
長
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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参
事
院
の
設
置
に
関
し
て
、
天
野
嘉
子
は
「
明
治
十
四
年
政
変
が
起
き
る
と
、
こ
れ
を
契
機
に
、
政
府
の
強
化
と
そ
の
保
障
を
主
眼
に
お
い
た
官
制
改
革
が

構
想
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
内
閣
の
も
と
に
参
事
院
を
設
立
し
、
現
存
す
る
太
政
官
中
の
六
部
を
廃
止
し
て
、
そ
の
事
務
を
同
院
に
移
す
と
い
う
構
想
が

い
よ
い
よ
具
体
化
す
る
こ
と
と
な
る
（
（2
（

」
が
、
こ
の
官
制
改
革
を
主
導
し
た
井
上
毅
は
「
法
の
解
釈
権
能
を
本
来
有
す
る
司
法
部
、
あ
る
い
は
立
法
権
を
本
来
有

す
る
議
会
に
対
す
る
不
信
感
（
（2
（

」
を
強
く
抱
き
な
が
ら
、「
現
実
の
政
治
的
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
た
伊
藤
博
文
（
（2
（

」
と
の
闘
争
に
敗
北
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。

本
稿
の
用
語
で
は
井
上
毅
は
〈
機
構
整
備
に
係
る
出
来
事
〉
と
〈
政
府
と
国
民
と
の
関
係
が
不
連
続
か
ら
連
続
へ
と
変
化
す
る
出
来
事
〉
が
深
く
関
連
し
て
い

る
こ
と
を
見
通
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
な
お
清
浦
は
そ
の
「
法
の
解
釈
権
能
を
本
来
有
す
る
司
法
部
」
に
当
初
か
ら
属
し
、
議
会
開
設
後
に
は

「
立
法
権
を
本
来
有
す
る
議
会
」
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
る
政
府
官
僚
で
あ
っ
た
。

第
三
章　

内
務
省
警
保
局
長
と
し
て

内
務
省
警
保
局
長
時
代
の
清
浦
の
職
務
に
関
し
て
は
、
明
治
一
六
年
一
二
月
一
二
日
～
一
八
年
一
二
月
二
二
日
に
内
務
卿
、
明
治
一
八
年
一
二
月
二
二
日
～

二
二
年
一
二
月
二
四
日
に
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
山
縣
有
朋
の
意
向
が
ま
ず
第
一
に
反
映
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。『
清
浦
伯
爵　

警
察
回
顧
録
』
の
な

か
で
清
浦
は
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
當
時
山
縣
公
は
内
務
行
政
に
對
し
て
、
殊
に
此
自
治
制
度
の
創
成
に
日
も
猶
足
ら
ず
と
云

ふ
風
に
勉
強
し
て
居
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
即
ち
彼
の
獨
逸
か
ら
傭
入
れ
た
グ
ナ
イ
ス
ト
の
門
人
中
に
於
て
傑
出
し
た
る
モ
ツ
セ
ー
と
云
ふ
人
を
顧
問
と

し
て
今
日
行
は
れ
て
居
る
所
の
府
縣
制
・
郡
制
・
町
村
制
が
あ
の
時
に
出
來
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
中
に
も
警
察
の
改
良
に
は
條
約
改
正
準
備
關
係
と
し
て
最

も
重
き
を
置
か
れ
て
、
慎
重
な
る
研
究
の
結
果
遂
に
一
片
の
意
見
書
を
内
閣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
其
主
要
點
は
警
察
官
の
養
成
機
関
を
陸
軍
の
制
度
の
如
く

に
、
即
ち
陸
軍
に
は
士
官
を
養
成
す
る
為
に
は
士
官
學
校
あ
り
、
下
士
を
養
成
す
る
為
に
は
教
導
團
が
あ
る
。
警
察
に
も
警
視
・
警
部
・
警
部
補
を
養
成
す
る

為
に
警
官
練
習
所
を
設
け
、
又
巡
査
部
長
や
巡
査
を
養
成
す
る
為
に
巡
査
教
習
所
を
設
け
る
（
（2
（

」
と
の
建
議
で
あ
り
、
こ
れ
が
内
閣
で
承
認
さ
れ
、
清
浦
は
「
警

保
局
長
兼
練
習
所
長
と
し
て
其
實
務
（
（2
（

」
を
担
当
し
て
い
た
。
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確
か
に
、
こ
の
「
警
察
官
の
養
成
機
関
」
を
設
け
る
と
い
う
、
山
縣
有
朋
に
よ
る
統
治
機
構
の
整
備
の
一
環
は
「
條
約
改
正
準
備
」
の
た
め
で
あ
っ
た
と
清

浦
自
身
は
説
明
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
明
治
二
三
年
の
第
一
回
帝
国
議
会
招
集
を
視
野
に
置
い
た
も
の
、
つ
ま
り
議
会
開
設
へ
の
準
備
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
ず
議
会
の
外
側
に
お
け
る
政
治
的
要
求
へ
の
準
備
は
政
府
側
で
は
警
察
が
専
ら
担
う
機
能
で
あ
り
、
議
会
開
設
を
前
提
と
し
た
警
察
官
の
教
育
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
明
治
二
四
年
八
月
に
出
版
さ
れ
た
『
奎
堂
餘
唾
』
の
な
か
で
清
浦
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
今
日
マ
テ

警
察
官
ハ
無
學
ナ
ル
野
猪
武
者
ナ
リ
ト
ノ
誹
ヲ
來
セ
シ
コ
ト
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
其
ノ
影
響
タ
ル
延
テ
警
察
ノ
處
分
ニ
對
シ
世
人
ノ
信
用
ヲ
欠
ク
ニ
至
レ
リ
警
官
練

習
所
ヲ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
ノ
趣
意
モ
警
察
事
務
ヲ
改
良
ス
ル
ニ
ハ
警
察
官
ヲ
教
育
ス
ル
コ
ト
必
要
急
務
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
（
（2
（

」
と
。「
従
来
の
『
オ
イ
コ
ラ
警
察
（
（2
（

』」

で
は
対
応
し
切
れ
ぬ
と
の
判
断
が
山
縣
内
務
卿
（
内
務
大
臣
）、
清
浦
警
保
局
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
議
会
の
内
側
で
の
政
治
的
要
求
へ
の
政
府
側
の
準
備
が
ど
ん
な
形
で
行
わ
れ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

お
わ
り
に

清
浦
は
そ
の
三
〇
歳
半
ば
か
ら
四
〇
歳
過
ぎ
頃
に
職
責
を
果
し
た
内
務
省
警
保
局
長
当
時
を
回
顧
し
、
同
じ
く
『
清
浦
伯
爵　

警
察
回
顧
録
』
の
な
か
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
即
ち
「
私
の
警
保
局
長
時
代
は
非
常
に
國
論
の
や
か
ま
し
い
時
で
あ
り
ま
し
て
、
彼
の
一
時
沸
騰
し
た
所
の
國
會
開
設
請
願
論
は
是

は
明
治
十
四
年
に
至
つ
て
、
來
る
二
十
三
年
を
期
し
て
國
會
を
開
設
す
る
と
云
ふ
詔
勅
が
下
つ
た
の
で
、
其
方
は
稍
々
鎮
ま
り
ま
し
た
け
れ
と
も
、
所
謂
藩
閥

政
府
に
對
す
る
反
抗
的
氣
勢
は
少
し
も
鎖
沈
し
な
い
。
急
躁
過
激
な
る
言
動
行
動
は
益
々
甚
し
い
も
の
が
あ
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
當
時
官
憲
の
壓
迫
も
随

分
酷
だ
と
云
ふ
議
論
も
烈
し
か
つ
た
。
其
頃
民
間
に
は
人
権
尊
重
論
が
頗
る
喧
し
か
つ
た
。
就
中
佛
蘭
西
學
派
の
中
江
篤
介
氏
な
ど
は
ル
ー
ソ
ー
と
か
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
と
か
ア
コ
ラ
ス
と
か
の
主
義
を
以
て
過
激
的
權
利
論
を
絶
叫
し
た
り
、
又
福
澤
諭
吉
翁
は
米
国
流
か
ぶ
れ
の
功
利
を
主
義
と
す
る
所
の
議
論
を
盛
に

主
張
せ
ら
れ
ま
し
て
一
世
を
風
靡
す
る
の
勢
が
あ
つ
た
（
（3
（

」
と
。

清
浦
は
〈
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
近
代
法
思
想
を
理
解
〉
し
た
自
分
の
側
面
、
言
い
換
え
れ
ば
「
元
來
言
論
自
由
ノ
權
ハ
國
民
ノ
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權
利
上
最
重
大
ナ
ル
モ
ノ
タ
リ
（
（3
（

」
と
い
う
理
解
よ
り
も
、
ま
ず
は
「
演
説
會
監
臨
（
（3
（

」
の
実
施
、
つ
ま
り
「
會
場
ノ
静
謐
ヲ
妨
ク
ル
者
ア
ル
モ
其
ノ
犯
罪
ニ
渉
ラ

サ
ル
モ
ノ
ハ
敢
テ
干
渉
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
（3
（

」
と
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
分
の
側
面
を
重
視
す
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
ル
ソ
ー
、
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
、
ア
コ
ラ
ス
を
学
ん
だ
人
た
ち
と
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
学
び
統
治
を
担
う
自
分
と
は
議
会
開
設
後
も
な
お
不
連
続
だ
と
、
清
浦
は
考
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

こ
の
問
題
を
判
断
す
る
上
で
、
明
治
二
四
年
三
月
一
日
の
第
一
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
政
府
委
員
と
し
て
の
清
浦
が
行
な
っ
た
発
言
と
そ
れ
に
対
す
る
議
員

側
の
反
応
を
参
考
に
し
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、「
帝
國
議
會
開
會
中
は
、
屋
外
に
お
い
て
集
會
運
動
を
禁
じ
て
（
（3
（

」
い
る
保
安
条
例
に
対
し
て
、
同
条
例
廃

止
法
律
案
を
議
員
側
が
提
出
し
た
。
そ
の
提
案
を
受
け
て
、
政
府
委
員
清
浦
は
「
帝
國
議
會
を
保
護
す
る
が
為
め
に
は
、
こ
の
開
會
中
、
三
里
以
内
に
お
い
て

集
會
運
動
を
禁
ず
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
尤
も
必
要
の
こ
と
で
あ
る
。
成
程
議
員
諸
君
は
極
め
て
剛
直
な
お
方
で
あ
つ
て
、
示
威
運
動
ぐ
ら
ゐ
な
こ
と
に
は
、
決

し
て
何
ら
の
御
感
覚
も
あ
る
ま
い
で
御
座
い
ま
せ
う
。
然
し
な
が
ら
こ
の
帝
國
議
會
と
云
ふ
も
の
は
、
我
が
立
法
の
府
で
あ
つ
て
、
而
し
て
こ
の
歳
計
豫
算
を

議
す
る
最
も
貴
重
の
院
で
あ
つ
て
、
社
會
公
衆
の
耳
目
は
悉
く
こ
れ
に
注
い
で
居
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
わ
が
四
千
萬
の
同
胞
兄
弟

と
云
ふ
も
の
は
、
こ
の
議
院
の
安
穏
と
云
ふ
こ
と
は
常
に
祈
つ
て
居
る
次
第
で
あ
る
云
（々
（3
（

」
と
応
じ
た
。
こ
の
答
弁
を
受
け
て
議
員
側
は
「
本
員
は
只
今
の
政

府
委
員
の
御
演
説
を
聴
い
て
、
最
も
満
足
し
ま
し
た
。（
こ
の
自
分
た
ち
議
員
側
が
提
出
し
た
保
安
条
例
廃
止
法

―
筆
者
注
）
原
案
に
對
し
ま
し
て
は
、
政

府
委
員
か
ら
駁
撃
を
下
さ
つ
た
の
は
、
誠
に
政
府
委
員
が
そ
の
職
掌
を
盡
さ
れ
ま
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
本
員
は
十
分
感
佩
致
し
ま
す
る
。
ど
う
か
後
來
、
斯

く
の
如
き
習
慣
の
生
ず
る
こ
と
を
偏
に
希
望
致
し
ま
す
（
（3
（

」
と
発
言
し
た
。

議
会
開
設
当
初
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
と
は
言
え
、
議
会
内
外
で
の
攻
防
の
な
か
、
政
府
と
国
民
と
が
連
続
し
、
制
度
と
し
て
の
議
会
が
機
能
し
た
瞬
間
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
浦
は
大
日
本
帝
国
憲
法
下
で
召
集
さ
れ
た
帝
国
議
会
に
お
い
て
政
府
と
国
民
と
の
連
続
が
保
証
さ
れ
る
べ
く
、
国
民
側
と
の
交
渉
の
最

前
線
に
立
ち
、
議
論
を
経
て
決
定
に
至
る
と
い
う
態
度
を
持
し
て
、
議
員
側
か
ら
「
感
佩
」
さ
れ
る
「
政
府
委
員
」、
す
な
わ
ち
清
浦
は
ま
さ
に
議
会
の
外
側

と
内
側
の
両
面
に
お
い
て
国
民
の
政
治
的
要
求
へ
の
準
備
を
遂
行
し
た
立
憲
主
義
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

確
か
に
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
は
近
代
日
本
が
立
憲
制
に
至
る
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
し
か
し
同
憲
法
は
議
院
内
閣
制
度
を
採
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

議
会
と
内
閣
の
連
続
性
は
制
度
的
に
は
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
清
浦
が
内
務
省
警
保
局
長
当
時
に
は
、
そ
の
警
保
局
が
監
獄
行
政
を
管
轄
し
て
お
り
、
監
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獄
改
良
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
「
監
獄
費
国
庫
支
弁
法
案
」
の
議
会
通
過
は
そ
の
在
職
中
に
は
実
現
せ
ず
、
明
治
三
二
年
末
ま
で
掛
か
っ
た
（
（3
（

。
議
会
が
政
府
を

邪
魔
し
て
い
る
と
当
事
者
な
ら
ば
誰
も
が
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
う
し
た
困
難
状
況
こ
そ
、
近
代
日
本
の
国
民
と
政
府
が
作
り
出
す
当
然
の
帰

結
で
あ
っ
た
。

最
後
に
な
る
が
、
内
務
省
警
保
局
長
当
時
の
清
浦
に
関
す
る
評
価
と
し
て
は
、
保
安
条
例
の
施
行
を
め
ぐ
り
渡
辺
忠
威
が
そ
の
『
警
察
教
育
の
先
覚
者
た

ち
』
の
な
か
で
、「
後
世
、
三
島
総
監
の
そ
の
時
の
保
安
条
例
の
実
施
ぶ
り
が
云
々
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
例
が
い
か
に
峻
厳
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
一

読
す
れ
ば
了
解
さ
れ
る
通
り
で
、
時
の
内
務
大
臣
山
県
有
朋
は
も
ち
ろ
ん
、
警
保
局
長
で
あ
っ
た
（
清
浦

―
筆
者
注
）
先
生
も
ま
た
同
罪
た
る
を
ま
ぬ
が
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
時
の
政
治
情
勢
、
社
会
情
勢
を
十
分
考
慮
に
入
れ
て
も
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
い
さ
さ
か
理
解
に
苦
し
む
警
察
権
の
行
使
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
（
（3
（

」
と
記
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
明
治
二
十
一
年
八
月
肥
前
高
嶋
炭
坑
に
お
け
る
坑
夫
虐
待
問
題
の
為
め
に
、
清
浦
伯
爵
が
實
地
観

察
と
し
て
出
張
に
就
き
、
長
崎
控
訴
院
検
事
町
林
誠
一
と
共
に
、
三
池
集
治
監
典
獄
神
原
富
文
を
伴
ふ
（
（3
（

」
視
察
を
終
え
た
の
ち
、
九
月
に
清
浦
が
内
務
省
で
行

な
っ
た
報
告
の
一
部
分
を
紹
介
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。
こ
の
視
察
に
は
「
当
時
の
囚
徒
を
獄
外
の
仕
事
に
従
事
せ
し
む
る
慣
例
が
あ
り
、
特
に
三
池

集
治
監
に
お
い
て
は
、
石
炭
採
掘
事
業
に
使
用
し
（
（4
（

」
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
た
。

そ
の
報
告
の
な
か
で
清
浦
が
「
炭
坑
舎
の
重
役
」
に
対
し
て
「
注
意
を
施
す
べ
き
こ
と
を
勸
告
し
た
」
事
項
に
、
次
の
よ
う
な
事
柄
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
負
債
な
き
坑
夫
に
し
て
解
雇
を
求
め
、
歸
鄕
を
望
む
も
の
は
、
其
の
自
由
に
任
せ
、
口
實
を
構
へ
之
を
抑
留
す
べ
か
ら
ず
。
毎
月
各
坑
夫
に
一
切
の
計
算
を

明
示
し
、
且
つ
請
ふ
者
あ
れ
ば
、
何
時
に
て
も
之
れ
を
示
す
べ
き
こ
と
。
坑
夫
よ
り
島
外
の
者
に
通
信
せ
ん
と
す
る
を
暗
に
阻
遏
す
る
が
如
き
弊
あ
ら
し
む
可

か
ら
す
。（
中
略
）
坑
夫
の
寄
留
出
入
を
明
か
に
し
、
其
の
届
け
を
怠
ら
し
む
べ
か
ら
ず
。
坑
夫
一
人
の
過
失
を
責
め
て
、
一
組
一
納
屋
の
者
よ
り
過
怠
金
を

出
さ
し
む
る
が
如
き
弊
あ
ら
し
む
可
か
ら
ず
。
懲
罰
に
関
す
る
條
件
に
、
豫
め
警
察
官
署
の
認
可
を
經
べ
き
こ
と
等
是
れ
な
り
（
（4
（

」。
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎

吾
の
主
観
的
意
図
に
お
い
て
、
弱
者
が
抱
え
る
困
難
さ
に
対
す
る
同
情
は
紛
れ
も
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
警
保
局
長
と
し
て
の
客
観
的
な
状
況
判
断
を
窺
え
る

資
料
と
し
て
、
明
治
二
一
年
九
月
一
五
日
付
の
東
京
日
日
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
談
話
も
引
用
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、「
近
來
高
島
炭
坑
夫
使
役
の
事
た
る

社
會
の
一
問
題
と
な
り
、
新
聞
紙
に
演
説
に
坑
夫
虐
待
の
惨
状
を
説
て
止
ま
ず
、
是
れ
果
し
て
事
實
な
ら
ば
、
或
る
部
分
に
付
て
は
、
政
府
に
於
て
も
人
身
保

護
上
捨
置
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
若
し
新
聞
紙
に
演
説
に
、
説
く
所
果
し
て
事
實
の
錯
誤
な
る
に
、
之
を
其
儘
に
擱
く
に
於
て
は
、
獨
り
炭
坑
舎
之
が
為
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め
不
利
益
を
來
た
し
、
不
信
用
を
取
る
の
み
な
ら
ず
、
引
て
一
般
人
心
の
疑
惑
を
惹
起
し
、
勞
働
社
會
力
食
の
路
を
妨
げ
、
從
て
生
産
物
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

其
關
係
す
る
所
少
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
事
情
に
依
て
は
其
事
を
世
に
公
に
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
の
必
要
も
あ
る
べ
き
に
付
、
各
主
任
に
於
て
も
其
意
を
領
し
、
尋

問
を
受
け
た
る
條
件
に
於
て
は
虚
心
平
氣
を
以
て
辯
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
と
の
主
旨
を
以
て
せ
り
（
（4
（

」、
と
。「
生
産
物
に
影
響
を
及
ぼ
」
す
こ
と
は
避
け
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
清
浦
奎
明
氏
（
塾
員
）
よ
り
資
料
提
供
、
ま
た
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
補
助
（
個
人
研
究
Ａ
）
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意

を
表
す
。

注
（
１
）
拙
稿
「
近
代
国
家
形
成
と
福
澤
諭
吉
」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
第
一
五
号
（
二
〇
〇
四
年
度
）
四
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
拙
著
『
監
獄
行
政
官
僚
と
明
治
日
本

―
小
河
滋
次
郎
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
五
一
～
五
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
２
）
埼
玉
県
庁
へ
の
出
仕
以
前
に
触
れ
た
伝
記
的
資
料
と
し
て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、墨
堤
隠
士
著
『
大
臣
の
書
生
時
代
』（
大
學
館
、明
治
三
五
年
七
月
）

一
四
三
～
一
四
六
ペ
ー
ジ
。
墨
堤
隠
士
著
『
明
治
人
物
の
少
壮
時
代
』（
大
學
館
、
明
治
三
五
年
九
月
）
三
六
～
四
〇
ペ
ー
ジ
。
鳥
谷
部
銑
太
郎
（
春
汀
）
著
『
時
代
人
物
月

旦
』（
博
文
館
、
明
治
三
八
年
四
月
）
一
八
七
～
二
〇
八
ペ
ー
ジ
。
後
藤
武
夫
『
子
爵
清
浦
奎
吾
傳
』（
日
本
魂
社
、
大
正
一
三
年
）
七
～
二
七
ペ
ー
ジ
。
井
上
正
明
編
『
伯

爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
（
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
刊
行
會
、
昭
和
一
三
年
）
一
～
五
六
ペ
ー
ジ
。
内
田
寧
麿
編
『
清
浦
伯
を
仰
ぐ
』（
熊
本
縣
鹿
本
郡
來
民
町
役
場
、
昭
和
一
八
年
）

五
～
一
二
ペ
ー
ジ
。『
清
浦
奎
吾
小
伝
』（
清
浦
奎
吾
顕
彰
会
、
昭
和
六
一
年
）
四
～
一
一
ペ
ー
ジ
。『
さ
い
た
ま
市
立
七
里
小
学
校
創
立
百
三
十
周
年
記
念
誌
「
七
里
小
学
校

の
あ
ゆ
み
」』（
平
成
一
三
年
）。

（
３
）
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
（
学
務
部
、
簿
冊
番
号
明
五
〇
九
二
、
件
名
番
号
一
）。

（
４
）
同
右
。

（
５
）
埼
玉
県
文
書
館
所
蔵
（
庶
務
部
、
整
理
番
号
明
治
九
〇
七
、
複
写
本
番
号
Ｃ
一
九
二
八
一
、
番
号
二
一
）。

（
６
）
埼
玉
県
文
書
館
所
蔵
（
庶
務
部
、
整
理
番
号
明
治
九
三
一
～
一
、
複
写
本
番
号
Ｃ
一
九
二
八
八
、
番
号
一
八
一
）。

（
７
）
埼
玉
県
文
書
館
の
所
蔵
文
書
（
庶
務
部
、
整
理
番
号
明
治
九
五
一
―
一
―
二
、
複
写
本
番
号
Ｃ
二
〇
一
九
九
）
の
な
か
に
埼
玉
縣
令
吉
田
清
英
宛
の
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
書

簡
（
明
治
一
八
年
七
月
三
日
付
）
が
一
通
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
前
年
一
一
月
の
秩
父
事
件
を
め
ぐ
っ
て
埼
玉
県
江
夏
警
部
長
へ
の
慰
労
金
下
賜
を
吉
田
県
令
が
内
務
大
臣
に
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願
い
出
た
と
こ
ろ
、
清
浦
が
こ
れ
を
退
け
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
簡
翻
刻
に
は
松
田
隆
行
花
園
大
学
文
学
部
准
教
授
の
協
力
を
仰
い
だ
が
、
本
稿
に
と
っ
て
意

味
あ
る
内
容
と
判
断
し
、以
下
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
。
本
稿
の
結
論
部
分
で
清
浦
に
〈
弱
者
が
抱
え
る
困
難
さ
に
対
す
る
同
情
〉
が
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、そ
れ
と
対
に
な
っ

た
強
者
の
驕
り
に
対
す
る
反
撥
も
清
浦
に
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

拝
啓
陳
ハ
客
歳　

秩
父
郡

騒
擾
之
際
江
夏
警
部
長

非
常
勤
務
ノ
廉
ヲ
以
テ

慰
労
金
下
賜
手
配
ニ
付

四
月
二
日
付
ノ
御
申
牒
御
預
ヲ

致
置
失
ニ
内
調
ヲ
遂
候
処

御
上
申
之
趣
ニ
テ
ハ
譬
ヒ
昼
夜

奔
走
盡
力
ア
リ
タ
ル
モ
別
ニ

特
殊
著
明
ノ
廉
無
之

シ
テ
ハ
到
底
本
務
ニ
従
事

シ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ノ
外
無
之
故
ニ

奏
任
官
ニ
在
テ
ハ
申
立
ノ
理
由

ト
為
シ
難
キ
可
ト
致
愚
考

候
条
カ
様
御
了
知
相
成
度

依
テ
御
申
牒
一
先
及
御
返
戻

候
御
入
手
被
下
度
候
早
々
頓
首

七
月
三
日　

警
保
局
長
清
浦
奎
吾

吉
田
埼
玉
縣
令
殿

（
８
）
埼
玉
県
教
育
委
員
会
編
『
埼
玉
人
物
事
典
』（
埼
玉
県
、
平
成
一
〇
年
）
二
九
八
ペ
ー
ジ
。

（
９
）『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
第
一
篇
「
生
立
ち
」、
第
三
節
「
在
塾
七
年
」
の
個
所
参
照
。

（
10
）『
財
団
法
人
矯
正
協
会
百
年
年
譜
資
料
』（
矯
正
協
会
百
周
年
記
念
論
文
集
別
卷
、
平
成
二
年
）
五
一
二
～
五
一
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
清
浦
奎
吾　

年
譜
」
は
、
こ
の
清
浦

家
所
蔵
の
履
歴
書
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
11
）
鳥
谷
部
銑
太
郎
（
春
汀
）
著
『
時
代
人
物
月
旦
』（
博
文
館
、
明
治
三
八
年
四
月
）
一
九
三
～
一
九
四
ペ
ー
ジ
。

（
12
）『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
13
）
同
右
、
五
六
～
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
14
）
墨
堤
隠
士
著
『
明
治
人
物
の
少
壮
時
代
』（
大
學
館
、
明
治
三
五
年
九
月
）
三
七
～
三
八
ペ
ー
ジ
。

（
15
）『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
16
）
同
右
、
八
三
～
八
四
ペ
ー
ジ
。

（
17
）
同
右
、
九
四
ペ
ー
ジ
。

（
18
）『
治
罪
法
講
義　

隨
聴
隨
筆
』、
一
〇
～
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
19
）
遠
藤
興
一
「
開
明
官
僚
と
社
会
事
業
（
二
）」、
明
治
学
院
論
叢
『
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
』
五
八
号
（
一
九
八
一
年
九
月
号
）
三
ペ
ー
ジ
以
下
等
参
照
。
な
お
、
山
室

信
一
『
法
制
官
僚
の
時
代
』（
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
）
は
清
浦
に
は
論
及
し
て
い
な
い
。

（
20
）『
清
浦
伯
爵　

警
察
回
顧
錄
』（
警
察
協
会
、
昭
和
四
年
）
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
21
）『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
第
四
巻
（
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
編
纂
會
、
昭
和
一
〇
年
）
一
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
22
）
同
右
、
四
七
五
ペ
ー
ジ
。

（
23
）
天
野
嘉
子
「
井
上
毅
文
書
に
み
る
参
事
院
構
想
の
変
容
」、『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
二
六
三
ペ
ー
ジ
。

（
24
）
同
右
、
二
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
同
右
。

（
26
）『
清
浦
伯
爵　

警
察
回
顧
錄
』
三
四
～
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
27
）
同
右
、
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
28
）『
奎
堂
餘
唾
』（
警
察
機
関
社
、
明
治
二
四
年
）
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
こ
の
『
奎
堂
餘
唾
』
は
そ
の
例
言
二
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
「
明
治
十
八
年
以
降
二
十
四
年
三
月

ニ
至
ル
ノ
間
警
官
練
習
所
監
獄
官
練
習
所
及
華
族
会
館
等
ニ
於
テ
講
演
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
以
下
に
そ
の
目
次
（
ペ
ー
ジ
数
）
と
初
出
雑
誌
の
掲
載
個
所
（
ペ
ー

ジ
数
）
を
そ
れ
ぞ
れ
結
ん
で
示
す
。
例
え
ば
、
第
一
章
第
一
節
「
警
察
大
意
」
一
、二
、三
、四
は
明
治
二
三
年
一
〇
月
二
三
日
に
華
族
会
館
で
行
わ
れ
た
『
内
務
省
警
保
局
長

清
浦
奎
吾
氏
警
察
事
項
ニ
関
ス
ル
演
説
』
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
本
注
の
引
用
個
所
『
奎
堂
餘
唾
』
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
は
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
二
号
（
二
～
三
）
と

於
警
官
練
習
所
清
浦
奎
吾
演
述
『
講
談
筆
記
』（
警
官
練
習
所
蔵
版
、
博
聞
社
、
明
治
二
二
年
五
月
二
三
日
）（
九
～
一
一
）
の
両
方
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
で
あ
っ
た
。

な
お
、
そ
の
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」、『
講
談
筆
記
』
お
よ
び
第
二
篇
第
三
章
の
「
清
浦
君
演
説
」
の
三
種
は
い
ず
れ
も
矯
正
協
会
矯
正
図
書
館
所
蔵
資
料
で
あ
り
、
同
館

所
蔵
資
料
に
お
い
て
調
査
し
た
。
す
な
わ
ち
、
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『
奎
堂
餘
唾
』
目
次

第
一
篇　

警
察

第
一
章　

一
般
警
察
ノ
要
領

第
一
節　

警
察
大
意

―
『
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
氏
警
察
事
項
ニ
関
ス
ル
演
説
』（
華
族
会
館
幹
事
醍
醐
忠
敬
発
行
兼
編
輯
、
明
治
二
四
年
二
月
一
五
日
印
刷
）

一　

警
察
ノ
意
義
（
一
～
八
）

二　

警
察
ノ
沿
革
（
八
～
一
一
）

三　

警
察
ノ
組
織
（
一
一
～
二
二
）

四　

結
論
（
二
二
～
二
四
）

第
二
節　

警
察
ノ
精
神
（
二
四
～
三
五
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
一
号
（
一
～
五
）
／
於
警
官
練
習
所
清
浦
奎
吾
演
述
『
講
談
筆
記
』（
警
官

練
習
所
蔵
版
、
博
聞
社
、
明
治
二
二
年
五
月
二
三
日
）（
五
五
～
六
二
）

第
三
節　

行
政
処
分
（
三
五
～
四
四
）

―
『
講
談
筆
記
』（
六
二
～
六
八
）

第
四
節　

官
吏
ノ
責
任
及
賠
償
（
四
四
～
五
〇
）

―
『
講
談
筆
記
』（
四
五
～
五
〇
）

第
五
節　

保
護
干
渉
ノ
別
（
五
〇
～
五
三
）

―
『
講
談
筆
記
』（
一
九
～
二
一
）

第
六
節　

政
党
政
社
ノ
別
（
五
三
～
六
二
）

―
『
講
談
筆
記
』（
三
九
～
四
五
）

第
七
節　

営
業
自
由
（
六
二
～
六
八
）

―
『
講
談
筆
記
』（
五
〇
～
五
四
）

第
二
章　

地
方
警
察
ノ
実
務

第
一
節　

規
則
制
定
及
執
行
権

二　

取
締
規
則
制
定
（
六
八
～
七
一
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
五
号
（
一
～
二
）
／
『
講
談
筆
記
』（
二
三
～
二
五
）

三　

官
署
ニ
対
ス
ル
取
締
規
則
ノ
執
行
（
六
三
～
八
一
）
―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
六
号
（
八
～
一
二
）
／
『
講
談
筆
記
』（
三
三
）

四　

人
民
ニ
対
ス
ル
取
締
規
則
ノ
執
行
（
八
一
～
八
四
）
―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
五
号
（
二
～
三
）
／
講
談
筆
記
二
七
）

第
二
節　

外
国
人
取
締
（
八
四
～
八
七
）

―
『
講
談
筆
記
』（
二
九
～
三
一
）

第
三
節　

犯
罪
着
手
ノ
注
意
（
八
七
～
八
九
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
六
号
（
八
）
／
『
講
談
筆
記
』（
三
二
～
三
三
）

第
四
節　

受
付
事
務
（
八
九
～
九
一
）

―
『
講
談
筆
記
』（
五
～
六
）

第
五
節　

費
用
節
減
（
九
一
～
九
五
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
二
号
（
六
～
八
）
／
『
講
談
筆
記
』（
一
六
～
一
九
）
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第
六
節　

署
長
処
務
（
九
五
～
九
九
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
二
号
（
一
～
二
）
／
『
講
談
筆
記
』（
六
～
九
）

第
七
節　

訓
授
幷
新
任
巡
査
（
九
九
～
一
〇
三
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
二
号
（
二
～
三
）
／
『
講
談
筆
記
』（
九
～
一
一
）

第
八
節　

留
置
場
（
一
〇
三
～
一
〇
五
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
二
号
（
三
～
四
）
／
講
談
筆
記
（
一
一
～
一
三
）

第
九
節　

駐
在
所
（
一
〇
五
～
一
一
〇
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
二
号
（
四
～
六
）
／
『
講
談
筆
記
』（
一
三
～
一
六
）

第
十
節　

報
告
（
一
一
〇
～
一
一
一
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
五
号
（
五
～
六
）
／
『
講
談
筆
記
』（
二
一
～
二
二
）

第
十
一
節　

帳
簿
ノ
整
理
（
一
一
二
～
一
一
三
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
五
号
（
六
）
／
『
講
談
筆
記
』（
二
二
～
二
三
）

第
十
二
節　

統
計
（
一
一
三
～
一
一
四
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
五
号
（
六
）
／
『
講
談
筆
記
』（
二
六
～
二
七
）

第
二
篇　

監
獄

第
一
章　

監
獄
事
務
改
良
大
体
ノ
方
針
（
一
一
五
～
一
二
二
）
―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
一
一
号
（
一
～
四
）

第
二
章　

監
獄
官
練
習
所
設
立
ノ
目
的
（
一
二
二
～
一
三
八
）
―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
六
号
（
一
～
七
）

第
三
章　

監
獄
官
ノ
紀
律
（
一
三
八
～
一
六
二
）

―
「
清
浦
君
演
説
」（
一
二
～
一
七
、一
～
八
）

第
四
章　

監
獄
ノ
経
済
（
一
六
二
～
一
七
〇
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
一
〇
号
（
一
～
四
）

第
五
章　

監
獄
ノ
建
築
（
一
七
〇
～
一
八
六
）

―
「
警
察
監
獄
学
会
雑
誌
」
第
二
巻
第
一
号
（
一
～
四
）

（
29
）
宮
地
忠
彦
『
震
災
と
治
安
秩
序
構
想
―
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
「
善
導
」
主
義
を
め
ぐ
っ
て
』（
ク
レ
イ
ン
、
二
〇
一
二
年
）
七
ペ
ー
ジ
。

（
30
）『
清
浦
伯
爵　

警
察
回
顧
録
』、
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
31
）『
奎
堂
餘
唾
』、
九
八
ペ
ー
ジ
。

（
32
）
同
右
、
九
七
ペ
ー
ジ
。

（
33
）
同
右
、
九
八
ペ
ー
ジ
。

（
34
）『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
二
六
六
ペ
ー
ジ
。
こ
の
政
府
委
員
清
浦
の
発
言
は
次
注
の
発
言
と
も
ど
も
『
官
報
第
二
千
二
百
九
十
八
號
附
録
』（
明
治
二
四
年
三
月
二
日　

内
閣
官
報
局
）
に
掲
載
の
「
衆
議
院
第
一
回
通
常
會
議
事
速
記
録
第
五
十
六
號　

明
治
二
十
四
年
三
月
一
日　

集
會
及
政
社
改
正
法
案　

第
一
讀
會
」
八
九
七
ペ
ー
ジ
に
て

確
認
出
来
る
。
た
だ
し
官
報
で
の
記
載
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
り
、『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
は
若
干
の
字
句
変
更
も
行
な
っ
て
い
る
。

（
35
）
同
右
。

（
36
）
同
右
、
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。
こ
の
発
言
部
分
も
同
じ
く
前
注
の
『
官
報
第
二
千
二
百
九
十
八
號
附
録
』
八
九
八
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
出
来
る
。

（
37
）
拙
著
『
監
獄
行
政
官
僚
と
明
治
日
本
―
小
河
滋
次
郎
研
究
』
一
四
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
38
）
渡
辺
忠
威
著
『
警
察
教
育
の
先
覚
者
た
ち
』（
立
花
書
房
、
昭
和
五
七
年
）
八
〇
～
八
一
ペ
ー
ジ
。
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（
39
）『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
。

（
40
）
同
右
。

（
41
）
同
右
、
二
〇
七
～
二
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（
42
）『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
第
七
巻
、
一
四
〇
ペ
ー
ジ
。


